
 薩摩に於ける澁谷五族についての概要 

    はじめに 

 入来文書と澁谷五族について 

 

 薩摩川内市は長い歴史をもつ市です。神話の時代からの伝説に始まり、

最古の歴史書、記紀にその記述があります。 

渋谷氏は１３世紀以降、川内川流域に大きな影響を与えて来ました。

鎌倉・南北朝・室町・戦国時代と戦乱の中、数々のドラマがありました。

昔、ここでどんな合戦があり、興亡があったかを知ると、同じ山・川を

ながめても、ひときわ感慨深いものがあることでしょう。 

 人類の歩みは世界共通のものがあり、どこの国も長い中世の戦乱の世

を経て現在に至っています。今日は、朝河貫一博士の世界的論文「入来

文書」によって紹介された、澁谷氏の跡をたどることといたします。 

 

 

「入来文書」 

 １２４８年薩摩に下向した渋谷氏（東郷・祁答院・鶴田・入来院・

高城）の中で、明治まで唯一存続した入来院家に伝わっていた文書を

朝河貫一博士が詳しく分析、日本の封建制について発表した世界的な

英文の論文。世界に入来を認識させた。 

  ２００５年、朝河博士の後輩（旧福島中学、現在の安積高校）であ

る矢吹晋横浜市立大學名誉教授が、完全な邦訳を完成、出版され、漸

く日の目を浴びている。 

 

 朝河貫一博士（１８７３…１９４８） 

 

   福島県二本松出身。東京専門学校（現早稲田

大学）を卒業後アメリカに渡り、日本人最初のイェ

ール大学正教授となる。 

  著書「日本の禍機」では独善的な道を歩みはじ

めた日本に対して警告を発した。夫人はアメリカ人

で若くして亡くなった。 

戦後アメリカで没する。 

   現在、朝河貫一顕彰会、朝河貫一研究会などにより、博士の 

  業績に対する再評価が促進されている。 

 

 

 

 

 

 



 渋谷氏の下向 

 １２２１年、源氏三代で断絶後、後鳥羽上皇が倒幕の挙兵をしたが、

敗北して隠岐に流された。承久の変である。関東の豪族渋谷氏は幕府方

として功績があり、１２４７年の三浦・千葉氏の討伐にも手柄があった

ので、千葉氏の所領だった東郷・祁答院・鶴田・入来院・高城の諸郷を

与えられた。 

当時は代官を派遣して知行させるのが一般だったが、千葉氏の代官が

悪政で領民を苦しめた愚を繰返さずに、領主権を確立させる必要があっ

たこと、当時北条氏が自分の地位を確立するために、有力な功臣を次々

に除いていたことに警戒し自家の存続を図ったことの二つの理由で、次

男以下を薩摩に下向することにしたようである。 

（川崎大十著『渋谷党の足跡』による） 

 １２４８年春、兄弟はそれぞれ与えられた薩摩の領地に到達する。し

かし平穏に領地を手に入れた訳ではなかった。 

渋谷氏下向以前の川内川流域 

平安時代は中央から任命された国司・郡司によって治められていたが、

平安末期には律令制が衰退し、自衛が必要となって各地に武士が台頭し

て実質的領主として支配していた。 

 主だった支配者 

①伴姓武光氏 

②大前氏 

③大蔵氏 

④宮里氏 

鎌倉初期に幕府は薩摩・大隈・日向の守護として島津氏を任命し、川

内地方には千葉常胤を地頭に任命した。当時は任命されても実際は代官

が差配していた。千葉氏の代官が非道狼藉を働き、その取締りを命じた

文が残っている。 

前述の土着の領主も次第に統合されて行くが、渋谷氏が下向した当時

の 川 内 川 下 流 域 は 、 こ う し た 混 乱 の さ 中 に あ っ た 。  

 

  



東郷氏 

 東郷氏は五兄弟の一番年長の実重に始まる。 

所領は、薩摩川内市東郷町全部・田海・白浜・中郷町、それに現さつ

ま町の二渡・白男川・泊野であった。 

下向したものの、中心は大前氏が押さえていて、車内村（田海町）の

館に居を構えた。 

本城の鶴岡城を手に入れたのは六代氏親の頃だったらしい。鶴岡城は、

地形を巧みに利用した薩摩川内市・さつま町の古城の中でも最も複雑な

築城構造であるが、三巨城といわれた他の清色・虎居の二城に比べて一

般に知られていない。 

 五代重親は大前氏を降すことが出来ないことを残念に思って、弟に家

督を譲り「自分は地下の鬼となって敵を滅ぼすのだ」と言って甲冑を着

け葦毛の馬を鞭打って淵脇山の土穴に駆け入って自刃した。重親の墓の

横には昭和十年八月に建てられた「東郷氏親公仰霊之碑」という石碑が

ある。重親は、権現山の紫尾神社に合祀されている。 

 伝説によれば、重親は「自分が死んだら必ず霊験を表すからそこに祀

ってくれ」と遺言を残していた。その後権現山のハゼの木に夜な夜な神

灯が現れたので親大明神としてここに祀った。その後その木は枯死し、

植えなおしたものが現存する。 

以来、東郷氏は葦毛の馬は使わず、箸にハゼの木を使用しなかったと

いうことである。 

 十三代重信に至り、本領の他に高城・水引一円も領有、十六代重尚は

高城・水引・湯田・西片など二万石あったという。 

 その後島津氏との抗争で残るは入来院と東郷のみとなった。永禄十二

年、重尚は入来院重嗣と計って、所領の東郷・高城・中郷・湯田・西

片・京泊の地を献上して貴久に下った。 

 貴久はこれを許し翌年東郷の地を重尚に与えた。一五八七年、島津義

久によって没収され、東郷氏は断絶した。 

 その支族は多く、また姓も変えた支流もあって、現在各地に存続して

いる。 

 

 祁答院氏  

 次兄重保は現さつま町の二渡・白男川・泊野・鶴田を除いた土地を与

えられた。しかし兄東郷氏と同じく大前氏が勢力を奮っていたので、さ

つま町柏原に居住し、長岡城を手に入れた。所領を確保し虎居城に居住

していた記録は七代重茂にある。 

 虎居城は U 字に屈曲して囲んでいる東西４百メートル、南北１キロ

の広大な山城で、中におきたの城・塩の城・中の城・松社の城（本



丸）・城内と続いている。 

最北端の城内の下が八女瀬で、九代徳重の娘が川に落ち侍女七人も水死

した所である。ちなみに彼女らの死体の上がったところが、樋脇川との

合流点で、その地の戸田観音は彼女たちの慰霊のためと言われている。 

 菩提寺の大願寺には二十四基の石塔がり、昭和六十二年「大願寺跡墓

石郡として県の文化財に指定された。 

 十二代重武は南部の姶良方面に進出し、帖佐本城・新城・山田城を併

領した。 

 十四代良重になって、勢いは益々盛んになったが、島津貴久との帖佐

岩剣城の合戦（一五五四年）に破れ、 

翌年姶良から撤退した。島津氏はこの戦いで初めて鉄砲を使用したとい

うことで有名である。 

 永禄八年（一五六五）良重は紫尾山で猪狩りをして越年し、戻っての

正月の宴で泥酔していた所を薩州島津実久の娘で政略結婚していた夫人

に懐刀で、刺殺される。控えていた入来からの小姓、村尾亀三が屏風の

上から夫人を刺殺した。ここに祁答院家は十三代・三百十九年をもって

断絶する。 

 

支流は入来院の家臣となった家、黒木・大口に移住した家や苗字を変え

た家など多く現存している。 

 

 虎居城はその後島津義久の弟、歳久（金吾さあ）の居城となった。歳

久が秀吉に咎められ切腹した後、貴久の弟の子忠長に与えられた。宗功

寺の墓地はその家系のものである。 

歳久の娘は入来院十五代重時の後妻となり、娘の婿に薩州島津系の重

高を迎えた。彼は十六代となった。 

  鶴田氏 

 鶴田氏初代の重諸は、実際は承久の変で戦死していたので、実際の

下向は二代重行であった。多分五氏の中で最年少であったことから、比較的

安定していた天領を領有することになったのだろう。 
初めは鶴田郷全域ではなく、宮之城郷佐志・湯田・求名・曽木郷長野の四

ヶ村を含む地域のようである。 
 居城は初めは宮之城郷佐志の大谷（うたい）に居住したが、その跡はない。

重行はその後間もなく鶴田城を築いた。鶴田城は字古城と字求名にまたがる

山地で、東西四五〇メートル、南北二〇〇メートルの規模を持つ。 
 鶴田氏の菩提寺は求名の下手公民館付近で、俗に寺屋敷と呼ばれている。

国道二六七号線の改修工事により石塔群十数基は下手公民館の庭に写され

た。旧薩摩町の文化財に指定されている。 
 渋谷氏の相模の鎮守五社神社を東郷氏と鶴田氏が奉祀している。鶴田では



後年諏訪防にある南方神社に合祀された。ご神体は木坐像で、五体が安置さ

れている。 
 渋谷五族は下向以来渋谷党として、お互いに結束し、協力し合ってきたが、

四代重成のとき島津氏が奥州家と総州家に分かれて抗争していたのに巻き込

まれて分裂した。 
鶴田氏が奥州家に着いたのに、他の四族は川内の総州家に付いた。奥州家

は、大隈が本拠で、東側にあった鶴田氏に影響力が強かったと思われる。 
 
         師久（総州家・川内碇山城）＿＿伊久 
島津貞久＿＿   
         氏久（奥州家・鹿児島・大隈）＿＿元久   
                           ＿＿久豊 

（現島津家の祖） 

一三九五年、渋谷四族は鶴田城を襲った。氏久は鶴田重成を援け大合戦に

及んだが、氏久に利あらず、入来山を越えて退いた。急迫する渋谷勢に、氏

久は兵を返して逆襲し、これを退けた。この戦を『山引合戦』という。（入来の山

を越えて兵を退却させたの意） 
 一四〇二年、再び総州伊久と渋谷の攻撃を受けて、敗北。鶴田氏は断絶し

た。 
 歌誌「にしき江」主幹鶴田正義氏はその嫡流である。 
 

入来院氏 

 下向した渋谷氏兄弟四番目の定心の領地は、薩摩川内市の入来町・樋脇

町と旧川内市の久住・中村・楠元町であった。 
この地は千葉氏の遺領であったが、大蔵種明の勢力下だったので、最初は樋

脇町内の倉野に入り、次いで元村に館を構えたという。元村には定心が勧請

願した妙見神社、諏訪神社がある。 
 清色城には四代重基か五代重勝のころと思われる。 
 三代公重は、国難元寇の時代であった。第二回の来襲弘安の役には、弟の

有重を軍代として、その弟致重・重尚とともに従軍させたが、三人とも戦死した。

向山の重来神社に関ヶ原の戦いに戦死した十五代重時とともに合祀されてい

る。 
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 四代重基の時から南北朝の戦乱時代に入り、九州も入り乱れての合戦の

日々となった。一三七二年、六代重門は高江郷峰城を攻め、城は陥落させた

が、重門は城壁を登る時堀に落ち、敵の落す大石に兜を割られ戦死してしま

った。その四百九十余年後地中から重門の碑が発見され、峰城内松嶺寺に

建て直したが、その寺地に峰山小学校を建てるため整地をしたとき無くなって

しまったという。 
その後二百年ほどは、時折は和睦しながらも島津氏との抗争が続き、『山北

の四賊』と呼ばれた。 
 七代入来院重頼のとき、元久に負けて清色城を明け渡したことがあったが、

後に入った伊集院頼久に領民が全く懐かず、仕方なく入来院に返還したとい

う。入来院氏が領民の信望を得ていたことを物語っている。 
 十一代重聡の時代は島津家も乱れていて、伊作の島津忠良（日新公）は加

世田と出水を領有していた薩州島津家の実久に勢力を阻まれていた。忠良は

息子貴久の嫁に重聡の娘を迎えた。そして連合して薩州島津に当った。やが

て忠良は加世田を攻略し、薩州家の出水の勢力も食い止めることが出来た。 
十二代重朝の時代は入来院の最盛期で、川内の大部分と郡山、姶良の辺

りまでを勢力下に収めた。しかし強大になった入来院氏は疎まれ、忠良・貴久

に攻められる立場になってしまった。 
 貴久の三州統一は着々と進み、渋谷氏は力を失った。十四代重嗣の時代に、

東郷重尚と今後の見通しを相談し、百次・平佐・碇山・孝枝・隈之城・宮里・京

泊・清色の全領土を差し出して降伏することにした。貴久はこれを許し、清色を

重嗣に与えた。その後も重豊の代に山田・天辰・田崎を失った。武士の数は変

わらないのに領地は減ったので維新まで半農半士のつましい一族となった。 
 ともあれ入来院氏は、渋谷氏の中で唯一継続して同じ領地を護って来た。そ

れは全国でも入来院氏と人吉の相良氏のみという。  
 

  清色城                 

 この山城は、東西一キロ南北七五〇メート

ル周囲二・八キロである。東・南・北の三方

を周流する清色川を濠とし、七、八０メート

ルの断崖は天然の城壁を形成している。城

中に本丸・松尾城、中之城・西之城・求聞

持城・物見之段などを始め広い段丘が多い。 
 平成十六年国指定の山城となった。現存する武家屋敷群を身近に持つ山

城は他にはないと言われている。    
 

 いくさ墓 

 戦乱の世、出陣するとき死を覚悟して生前に自分の墓を作ることがあった。こ

 




